
試験研究成果普及情報 

 [目的及び背景] 

 カジュアルフラワー向きカーネーションの新品種アクアレッドとアクアイエローの開花特性を把握し、「母の日」出荷を狙った短期栽培（１
回切り）を想定した場合の定植適期及び栽植間隔を明らかにする。 

 [成果内容] 

  １．定植時期と開花の関係では、アクアレッドは１１月中旬定植で最も切り花本数が多かったが、採花のピークは母の日よりやや早か
った。１２月中旬定植では母の日に間に合わなかった。アクアイエローでは６月中旬定植で最も切り花本数が多く得られたが、開花期は
ばらついた。１０月中旬定植で採花のピークは母の日よりやや早く、１１月中旬定植では遅かった。 

  ２．アクアレッドは９月中旬定植の切り花が最も茎長が長く、かつ重かった。次いで８月中旬及び１０月中旬定植でボリュームある切り
花が得られた。アクアイエローでは９月中旬及び１０月中旬定植の切り花が優れていた。 

  ３．短期栽培での栽植間隔は、着花数等の切り花品質を考慮した場合、アクアレッド、アクアイエローともに、１０ｃｍ×２０ｃｍの栽植
間隔が優れていた。 

  ４．アクアレッドは生育が早く、開花も揃いやすく、組み合わせによっては年間２作の短期栽培が可能であった。 

 [留意事項] 

  １．試験地は館山市のため、県北部等では気温の関係上、定植適期については考慮する。 

  ２．アクアレッド、アクアイエローは千葉県オリジナル品種のため、苗の入手方法については事前に県農林水産部園芸農産課へ問い
合わせる。 

 [普及対象地域] 

県下のカーネーション栽培地 

 [行政上の措置] 

ウイルスフリー苗の安定供給体制の整備 

 [普及状況] 

 [成果の概要] 

部 門      花植木 対 象      普及 

課題名： カーネーション「アクアレッド」、「アクアイエロー」の短期栽培 

[要約] アクアレッド、アクアイエローの短期栽培（１回切り）では、いずれも９月後半～１０月前半頃に定植すれば、比較的ボリ
ューム感のある切り花が得られる。「母の日」出荷にはアクアレッドでは１２月上旬頃、アクアイエローでは１０月中下旬頃に定
植する。栽植間隔は１０ｃｍ×２０ｃｍ。 

キーワード  （専門区分） 栽培 （研究対象） 切花類１－カーネーション 

（フリーキーワード） カーネーション アクアレッド アクアイエロー 

実施機関名 （主査）暖地園芸試験場花き研究室 

（協力機関）なし 

（実施期間）１９９９年度～２０００年度 
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